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１．ＥＳＢ工法概要 



１．従来の工法と問題点 

 従来、比較的支間長の短い橋梁（L=20m 程度）には、ＲＣ床版橋（鉄筋コンクリート床版橋）

やＰＣ橋（Ｉ桁、ホロー桁、Ｔ桁）およびＨ形鋼橋などが用いられてきました。 

 ＲＣ床版橋は、支間長が 10m 程度以下となる場合に適用可能な橋種で経済的となる橋種ですが、

場所打ち構造であるため、コンクリートを打設してから硬化して所定の強度に達するするまでの

間、桁下面に型枠とそれを支えるための支保工が必要となります。 

しかし、橋梁の架橋地点が河川上や道路上（立体交差）となっている場合には、施工上の制約

により支保工が設置できないことが多い状況です。そのため、一般的にはＰＣ橋（Ｉ桁、ホロー

桁、Ｔ桁）やＨ形鋼橋が採用されてきました。 

Ｈ形鋼橋はＨ形鋼を用いた橋梁ですが、主桁（Ｈ形鋼）に横桁等を取り付けるための鋼板を溶

接したり、合成桁として使用する場合には主桁の上フランジにスタッドを溶接したりする作業が

必要であり、専用設備の整った工場で充分に管理を行って製造しなければならないので製造コス

トが高くなるのが欠点でした。また、現場架設における工種が比較的多くなり、施工がやや複雑

となって、工期が長くかかることも問題でした。そのため、支間長が 20m 程度以下の橋梁には、

ＰＣ橋が多く採用されていました。 

 

２．イージースラブ橋の特徴 

１）工費が安く経済的です。 

・ ＰＣ橋と比較しても、ほとんどの適用支間長において経済的となります。 

・ 橋台背面から架設する場合で支間長が 13m 以上となる場合には、ＰＣ橋では桁重量が

W=8.5t／本以上になり、架設には 100t 吊以上のトラッククレーン（分解組立費が必要）

が必要となり架設費用が割高となります。しかし、イージースラブ橋の場合には桁長が

20m の場合でも桁重量（H600×300）は W=2.9t／本しかないので、35t 吊トラッククレー

ンで充分架設可能なため経済的となります。 

２）現場施工が短期間で済みます。 

・ 橋体工（舗装工・高欄工・伸縮装置工は除く）の施工必要日数は下記のようになります。

イージースラブ橋    ７～10 日 

ＰＣ床版橋       14～20 日 

Ｈ形鋼橋（塗装仕様）  40～60 日 

上記のように、イージースラブ橋は他橋種に比べ、短期間で施工できます。 

３）施工が容易です。 

・ 主桁加工には一切溶接を用いておらず、孔明けが主作業であるため特殊技術が必要なく、

比較的簡単に桁製作ができます。 

・ 桁架設は、工場からトラック運搬してきた桁をトラッククレーンで吊り上げ、予め設置

してあるゴム支承の上に並列して据え付ければ完了です。その後、横繋ぎ鉄筋を桁腹部

の孔に通して両端をナットで留め、桁上面鉄筋と拘束鉄筋を配筋し、側部型枠を設置し

てコンクリートを打設し養生すれば橋体工が施工完了です。 

４）桁運搬が容易です。 

・ 主桁にはＨ鋼材を使用しており、１本当たりの桁重量がＰＣ橋に比べて非常に軽量であ

るため運搬が容易です。 



 

・ コンクリート桁と異なり、吊り上げ作業などの桁の取り扱いが簡単なため、架設現場ま

での道路状況が比較的悪い場合にでも、普通トラックが通行できる箇所であれば施工可

能です。 

・ 桁長が長い場合は、一般の鋼橋と同様、継手を設けて高力ボルトを用いて現場で連結し、

架設します。 

５）構造および構造解析が容易です。 

・ 橋軸方向断面力に対して、架設時（合成前）では、橋体自重（Ｈ鋼桁＋橋体 Co）をＨ鋼

桁で支持し、設計荷重時（合成後）では、Ｈ鋼桁断面を鉄筋に換算したＲＣ断面と考え

て活荷重等を支持しています。したがって、ＲＣ断面計算によって主桁応力度が算出で

きるため、構造解析が容易です。 

・ 橋軸直角方向断面力に対しては、桁横繋ぎ鉄筋と桁上面鉄筋等が配置されたＲＣ断面と

考えて設計を行っています。 

・ 概略計算によって簡単に主桁部材が決定できます。詳細設計では、別紙検討書のように

格子解析により断面力を求め、各部材の応力度を照査していますが、概略計算によって

求めた断面力とあまり差がないため、簡単に必要な部材断面を求めることができるので、

架橋計画が容易に策定できます。 

６）メンテナンス費用が少なくて済みます。 

・ ジョイントレス構造の採用により、伸縮装置のメンテナンス費用が大幅に縮減でき、支

承部への漏水もなくなります。一般的に、伸縮装置の耐用年数は２０年程度と言われて

おり、ＬＣＣ（100 年）を考慮すると４回やり換えが必要となります。やり換え費用は、

１ｍ当たり約２０万円程度となりますので、幅員が１０ｍの単純橋では総額１６００万

円（20×10×2×4）が必要となります。ジョイントレス構造では、切削目地施工費用と

して１ｍ当たり０．５万円とすると総額４０万円（0.5×10×2×4）となります。その

差は１５６０万円となり、橋長１０ｍ程度の橋梁上部工の施工費に相当する金額となり

ます。 

・ 鋼材の露出部は桁下面のみで、その他はコンクリートで覆われているため、桁端部と桁

下面部について塗装（重防蝕塗装）を行います。桁下面部には直接雨水等がかからない

ため、水切り等の処理を行えば長期間再塗装の必要がないと考えられます。 

・ 鋼材に耐候性鋼を使用することや、Ｈ鋼桁全体に溶融亜鉛メッキを行うことも有効で、

メンテナンス費用が少なくなります。 

・ 海岸付近のように環境条件が厳しい箇所については、溶融亜鉛メッキと重防蝕塗装を併

用して使用することや、アルミ亜鉛メッキやアルミ亜鉛溶射などで対応することも可能

です。 

７）上下部一体化構造への対応 

・ ラーメン橋などのような上下部一体化構造への対応が容易なため、耐震性の向上・施工

工期の短縮・建設コストや維持管理コストの縮減も可能です。 



 

８）鋼桁を再利用（Reuse）できます。 

・ 既設橋や仮設橋で使用されていた鋼桁（Ｈ形鋼）をイージースラブ橋の主桁として再利

用できます。 

・ 今までスクラップ処理されていた鋼桁をイージースラブ橋用に孔あけ加工をすること

により、新設桁の主桁として再利用することができます。したがって、コストが縮減で

きるうえ環境負荷の低減にもなります。 

 

３．まとめ 

 上記のように、イージースラブ橋は工費が安く、施工が容易で工期も短くて済みます。

また、主桁には溶接は一切行っていないので、疲労による鋼材損傷（亀裂）の問題も少な

く耐久性が高く、安全性も充分にある構造であると考えられます。 

近年、塩害によるコンクリート橋の鉄筋やＰＣ鋼材の腐食、鋼橋等の床版の劣化による

耐荷力の低下などの問題が多く生じていますが、イージースラブ橋はこれらの問題に対し

ても有利な構造です。 

したがって、今後ますますコストの縮減や施工工期の短縮などが強く求められる中で、

中小規模橋梁においてはイージースラブ橋が有利になり、採用されるケースが多くなるこ

とが予想されます。 

また橋梁だけでなく、スノーシェッドやロックシェッド、比較的大きな荷重が作用する

床構造や屋根構造を有するその他の構造物においてもこの構造が応用できます。 
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４．ラーメン構造比較設計例 



橋種比較検討例（短支間のＢ活荷重車道橋） 凡例　　◎：優　　○：良　　△：可　　×：不可

最も高い 中　位 最も安い

48,700千円　（1.00倍） 19,700千円　（0.40倍） 16,400千円　（0.34倍）

最も長い 短い 短い

６箇月 ３箇月 ３箇月

◎
工費が安く、工期も短い

　上下部が独立した構造の橋梁であり、最もよく一般的に採用さ
れている橋梁形式である。

　プレキャスト製品（ＰＣＢＯＸ）を用いた構造であり、水路の横断
部には一般的によく採用されている。

　現場での工種が少ないため工期が短くて済む。

　締切り工等の仮設工が不要で土工量も少ないため、現場工期
も短くて済む。

　支間長が短く上部工重量が軽くなるが、上部工に比べ下部工
形状が大きく、また良質な支持層が深部にあるために基礎杭長
が長くなり工費が嵩む。

　民家が近接しているため、締切り矢板引抜き時に悪影響がで
る可能性が高いため、矢板を埋め殺しにする必要がある。

普　通

　鋼矢板頭部前面および桁下面には防錆対策が必要である
が、重防蝕塗装を用いているため維持管理費は少なくて済む

総 合 評 価
△

工費が高く、工期も長い

△
流下断面確保のため、施工時期が限定される問題あり

軽度 重度

断　面　図

概　　要

長　　所

○○

○

　上下部一体化構造のため他案より構造がやや複雑となるが、
仮設工事がほとんど不要なため工期は短くて済む。

現場施工工期

維持管理性

△ ◎

○

◎

○

普　通

　通常の維持管理はあまり必要としないが、損傷が生じた場合
には工費が嵩む

△

工種が比較的多くなり、工期も長く必要である。
　プレキャストBOXを使用しているため現場での工種が少なく、
工期も短くて済む。

やや劣る

伸縮継手部は１０年くらいで取り替えを要する

一般構造橋梁案 プレキャストＢＯＸ構造案 上下部一体構造橋梁案（ＥＳＢラーメン案）

◎

　上下部一体化構造のため、他案より構造がやや複雑となる。

×

軽度

　締切り工が必要であり、土工量も多くなるため残土処理も必要
なため仮設工事費が高くなる。

　上部工形式は床版橋、下部工形式は摩擦支持構造の鋼矢板
壁とし、上下部を一体化させた構造の橋梁である。

施　工　性

経　済　性
（諸経費含む）

短　　所

　上部工形式は床版橋、下部工形式は逆Ｔ式橋台、基礎工形
式は鋼管中掘り杭とした一般的な橋梁形式である。

　軟弱層を良質材で置換し、その上にプレキャストＰＣＢＯＸを並
べた構造である。

　計画頂版下面高さが現橋の桁下高さより低いため流下能力
が現状を下回るため、上下流水路断面の改修とポンプ排水施
設の施工を先行しなければ本架橋地点の施工はできないという
問題がある。

　締切り工が必要であり、土工量も多くなるため残土処理も必要
なため仮設工事費が高くなる。

　民家が近接しているため、締切り矢板引抜き時に悪影響がで
る可能性が高いため、矢板を埋め殺しにする必要がある。

△
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